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消
費
税
率
引
上
げ
に
伴
う

駆
け
込
み
需
要
及
び
そ
の
反

動
が
見
込
ま
れ
る
状
況
下
に

編
成
さ
れ
た
平
成
26
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額

19
億
５
千
５
８
１
万
９
千
円

で
あ
り
、
前
年
度
当
初
予
算

と
比
較
し
て
８
千
５
６
１
万

９
千
円
の
増
額
、
率
に
し
て

増
で
あ
り
ま
す
。
公
共
施
設

整
備
基
金
等
の
繰
入
金
２
億

５
千
万
円
を
計
上
し
所
要
の

財
源
確
保
を
図
る
一
方
、
町

債
に
つ
い
て
は
防
災
備
蓄
倉

庫
建
設
な
ど
防
災
関
係
予
算

の
財
源
と
し
て
９
７
５
万
円

を
計
上
し
、
そ
の
他
は
臨
時

財
政
対
策
債
の
借
入
れ
だ
け

に
と
ど
め
る
歳
入
予
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
、
災
害
救

助
費
で
は
災
害
用
備
蓄
品
の

整
備
事
業
、
消
防
費
の
消
防

団
活
動
経
費
で
は
、
消
防
団

の
デ
ジ
タ
ル
受
令
機
15
台
の

購
入
費
用
、
災
害
対
策
費
に

お
い
て
、
防
災
備
蓄
倉
庫
建

設
事
業
、
学
校
給
食
費
に
お

い
て
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
等
対
策

と
し
て
調
理
場
床
の
ド
ラ
イ

化
の
工
事
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

﹁
西
桂
町
第
５
次
長
期
総

合
計
画
﹂
の
基
本
構
想
に
基

づ
き
、
様
々
な
事
業
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

­２­

平
成
26
年
３
月
定
例
会
・
本
会
議

４
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
小
林
町
長
の
推
し
進
め

る
﹁
豊
か
な
心
を
育
む
人
づ

く
り
・
地
域
の
魅
力
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
・
参
画
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂
を
理

念
に
し
た
第
５
次
長
期
総
合

計
画
を
基
調
と
し
た
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

歳
入
に
お
い
て
町
税
で
は
、

景
気
回
復
の
兆
し
が
見
え
る

中
、
４
億
７
６
９
万
７
千
円

の
計
上
で
、
前
年
度
当
初
予

算
と
比
較
し
て
１
・
４
％
の

防災備蓄倉庫建設箇所の現地視察

瀧口幸男 議員

３月定例会は平成 26年 3月
7日に招集され、同日に本会
議、この後会期中に各常任委員
会審査会、本会議が開催され、
14日間の会期をもって、20日
に閉会いたしました。町執行部
より条例 9件、当初予算 7件、
補正予算７件、その他議案 2
件、同意 1件、計 35件が提案さ
れ、全ての議案が全員賛成に
て、原案のとおり可決・同意さ
れました。

第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
修
正
で
は
町
民
の
思
い
を
大
切
に

一
般
会
計
予
算
賛
成
討
論

消防西桂分遣所隣に建設
前年比４.６％微増

平
成
26
年
度
は
そ
の
計
画
の

見
直
し
時
期
に
あ
た
る
重
要

な
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一

般
会
計
予
算
の
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
第
５
次
長
期
総
合

計
画
に
基
づ
い
て
策
定
さ
れ

た
実
施
計
画
を
検
証
し
、
町

民
の
思
い
を
大
事
に
す
る
計

画
と
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
予

算
執
行
に
あ
た
り
、
町
民
の

福
祉
の
向
上
の
た
め
、
な
お

一
層
の
努
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



­３­

歳出

民生費
5億5千36万円
28.1％

総務費
3億1千661万円
16.2％

土木費
2億1千395万円
10.9％

衛生費
2億4千450万円
12.5％

公債費
2億301万円
10.4%

教育費
1億8千99万円
9.3%

消防費
1億1千983万円
6.1％

商工費
4千544万円
2.3%

農林水産業費
4千70万円
2.1％

議会費
3千842万円
2.0%

その他
201万円
0.1％

歳入
地方交付税
9億円
46.0％

町税
4億770万円
20.9％

町債
1億75万円
5.2％

国庫支出金
1億3千955万円
7.1％

県支出金
9千729万円
5.0%

各種交付金
4千570万円
2.3%

分担金及び負担金
3千573万円
1.8%

使用料・手数料
3千41万円
1.6％

繰入金
1億1千879万円
6.1％

地方譲与税
1千230万円
0.6％
その他

6千760万円
3.5％

■基 金（貯金）残高 16億 5千 198万円
〔約 36万円〕

■地方債（借金）残高 19億 8千 890千円
〔約 43万円〕

防災備蓄倉庫を富士五湖　
平成 26年度一般会計当初予算

一般会計の主要事業及び主な新規事業

● マイナンバー制度対応システム改修費用（新規） …674万円
● 消費税増税に対する臨時福祉給付金（臨時）…2千 146万円
● 子育て支援臨時特例給付（臨時）……………………710万円
● 防災備蓄倉庫建設事業（新規）…………………2千 372万円
● 消防救急デジタル携帯型受令機購入（新規） ………275万円
● 食中毒防止対策学校給食共同調理場床ドライ化工事（新規）756万円

※左記の額は一般会計平成 25年度末見込みです。
※〔  〕内はＨ26年 4月 1日現在人口 4千 615人で割った
一人当たり額
※地方債（借金）残高には、交付税算入基礎額として後年度
に国が負担してくれる額が含まれているため、全てが借金
とはなりません。

平成 26年度  西桂町一般会計当初予算



﹁
参
画
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
﹂

﹁
西
桂
町
民
総
合
調
整
審

議
会
﹂や﹁
西
桂
町
協
働
事
業

提
案
制
度
﹂、﹁
町
長
と
語
る

会
﹂
等
を
通
じ
て
ご
提
言
等

を
い
た
だ
く
中
で
、
今
後
の

施
策
等
に
活
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

﹁
地
域
防
災
の
推
進
﹂

防
災
計
画
の
見
直
し

地
域
や
住
民
の
立
場
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、

よ
り
実
践
的
な
防
災
計
画
の

­４­

平
成
26
年
３
月
定
例
会
・
本
会
議

中
国
桂
林
市
霊
川
県
へ
の

訪
中
は
中
止

中
国
桂
林
市
霊
川
県
と
の

友
好
都
市
交
流
事
業
は
、
平

成
26
年
度
も
親
書
に
よ
る
対

応
と
し
、
訪
中
は
見
送
り
た

い
。

﹁
障
害
福
祉
の
充
実
﹂

今
年
度
は
、﹁
西
桂
町
第
４

期
障
害
福
祉
計
画
﹂
の
見
直

し
時
期
で
あ
る
こ
と
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成

果
等
を
踏
ま
え
、
新
た
な
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
の
自
立
や
社
会
参
加

に
向
け
た
施
策
の
一
層
の
推

進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

﹁
子
育
て
支
援
﹂

平
成
26
年
度
よ
り

学
童
ク
ラ
ブ
時
間
延
長

児
童
館
及
び
放
課
後
学
童

ク
ラ
ブ
の
充
実
に
つ
き
ま
し

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線

本
年
6
月
に
一
部
供
用
開
始
予
定

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
防
災
備
蓄
倉
庫
の
建
設
﹂

西
桂
町
全
体
の
備
蓄
品
を

蓄
え
る
防
災
備
蓄
倉
庫
を
富

士
五
湖
消
防
本
部
西
桂
分
遣

所
に
隣
接
し
た
町
有
地
に
国

庫
補
助
を
活
用
す
る
中
で
建

設
し
ま
す
。

﹁
国
際
交
流
事
業
の
推
進
﹂

環
太
平
洋
学
生
キ
ャ
ン
プ

交
流
事
業
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
実
行
委
員
会
へ
の
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

供用開始が待たれる県道富士吉田西桂線

﹁
豊
か
な
心
を
育
む
人
づ
く
り
・
地
域
の
魅
力
が
輝

く
ま
ち
づ
く
り
・
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
﹂

を
理
念
に
し
た
第
５
次
長
期
総
合
計
画
を
基
調
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

小林町長
所信表明

て
は
、
平
成
26
年
度
よ
り
午

前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。
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介護予防事業の実施状況平成25年10月実施のサツマイモ収穫祭

﹁
高
齢
者
福
祉
﹂

７
か
所
で
実
施
中
の
い
き

い
き
交
流
会
事
業
は
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
と
民
生
委
員

に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、

参
加
者
を
募
り
交
流
の
輪
が

拡
大
さ
れ
る
よ
う
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
﹂

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

平
成
27
年
３
月
に
決
定

平
成
27
年
度
か
ら
３
年
間

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
規

模
、
及
び
介
護
保
険
料
を
定

め
る
第
６
期
計
画
案
の
取
り

ま
と
め
を
行
い
、
平
成
27
年

３
月
末
ま
で
に
は
計
画
を
決

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

活
動
の
活
性
化
﹂

妊
娠
及
び
乳
幼
児
健
診
の

実
施
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
集
団
指
導
な
ら
び
に
個

別
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
成
人
保
健
に
お

い
て
は
、
が
ん
検
診
と
特
定

健
診
の
受
診
率
向
上
を
図
る

た
め
各
種
の
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
農
林
業
の
振
興
﹂

農
地
の
利
用
集
積
を
図
り
、

遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組

み
ま
す
。ま
た
、松
く
い
虫
の

防
除
を
行
い
、
周
辺
へ
の
被

害
拡
大
を
防
ぐ
よ
う
取
り
組

み
ま
す
。

﹁
観
光
の
振
興
﹂

三
ツ
峠
活
性
化
会
議
に
お

い
て
基
本
計
画
を
定
め
、
目

標
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
各

種
の
事
業
を
明
ら
か
に
し
、

西
桂
町
の
観
光
客
の
来
訪
及

び
滞
在
促
進
を
図
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

﹁
道
路
及
び

橋
り
ょ
う
の
整
備
﹂

富
士
吉
田
西
桂
線
は
、
浅

間
団
地
入
口
付
近
か
ら
富
士

吉
田
方
面
の
本
線
工
事
に
着

手
し
、
平
成
26
年
６
月
を
目

途
に
一
部
供
用
開
始
予
定
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

﹁
仮
称
　
富
士
吉
田
北
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
﹂

は
、
本
年
度
内
を
目
途
に
用

地
買
収
を
終
わ
ら
せ
、
県
道

富
士
吉
田
西
桂
線
の
整
備
と

一
体
的
に
整
備
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平成２６年度  各会計当初予算計上額
会  計  名

一   般   会   計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
介護予防支援事業特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

合     計

１９億５千５８２万円
４億７千９４５万円
７千３０８万円

３億２千１３４万円
６５万円

７千２１５万円
１億７千９６６万円
３０億８千２１５万円

８千５６２万円
０万円
△３万円

△４９０万円
△９万円
５５５万円
９６２万円

９千５７７万円

予 算 総 額 前年との比較
全員賛成



 事務はきめ細かく対応を
  学童保育の充実・区行政への支援

­６­

平
成
26
年
３
月
定
例
会
・
各
常
任
委
員
会
審
査

三ツ峠グリーンセンターふれあい館の現況

産
業
振
興
課
長

人
が
住
め

な
い
状
況
か
ら
現
状
復
帰
さ

せ
た
も
の
で
す
。

意
見

天
井
が
落
下
す
る
状

態
ま
で
な
ぜ
放
置
し
た
の
で

す
か
。
こ
こ
ま
で
ひ
ど
く
な

る
前
に
こ
ま
め
に
修
繕
す
る

こ
と
に
よ
り
、
た
い
し
て
費

用
も
か
か
ら
ず
維
持
で
き
た

は
ず
で
す
。
し
っ
か
り
管
理

し
て
も
ら
い
た
い
。

26
年
度
ふ
る
さ
と
夏
祭
り

問
 
ふ
る
さ
と
夏
祭
り
は
商

工
会
を
中
心
に
町
が
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
実
施
す
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
の

で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

実
行
委
員

会
を
組
織
し
商
工
会
を
中
心

に
関
係
団
体
の
役
員
に
参
画

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
事
務
局
は
役
場

で
担
い
ま
す
。

町
長

実
行
委
員
会
の
中
に
、

商
工
会
等
の
役
員
さ
ん
に
入

っ
て
も
ら
い
ま
す
。
観
光
と

商
工
業
を
メ
イ
ン
に
、
生
涯

学
習
の
発
表
の
場
と
し
て
開

催
し
て
い
き
た
い
。

当初予算

区
行
政
へ
の
支
援

問
 
富
士
川
町
を
視
察
し
た

際
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

各
地
区
に
管
理
職
で
な
い
職

員
を
地
域
支
援
員
と
し
て
配

置
し
、
区
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
西
桂
町
で
も
検
討
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

町
長

よ
い
提
案
だ
と
思
い

ま
す
。
各
区
の
組
長
さ
ん
の

集
ま
り
に
役
場
職
員
が
出
席

し
て
、行
政
側
の
説
明
や
、各

組
か
ら
の
意
見
を
汲
み
上
げ

る
機
会
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
担
当
を
設
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

大
雪
等
災
害
対
策

問
 
２
月
の
大
雪
で
食
料
が

不
足
し
て
い
る
家
庭
が
出
ま

し
た
。
各
区
で
炊
き
出
し
訓

練
を
行
っ
て
こ
の
よ
う
な
事

態
に
備
え
た
ら
よ
い
か
と
思

い
ま
す
。

総
務
課
長

町
で
備
蓄
し
て

一
般
会
計

行
政
財
産
使
用
問
題

問
 
橋
を
駐
車
場
代
わ
り
に

利
用
し
て
い
る
住
民
が
見
受

け
ら
れ
る
が
、
行
政
財
産
使

用
料
の
徴
収
は
し
て
い
る
の

で
す
か
。

総
務
課
長

橋
の
上
を
駐
車

場
に
す
る
こ
と
は
許
可
し
て

い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
敷
地

へ
の
進
入
路
と
し
て
み
な
し

て
い
ま
す
。

意
見

無
届
け
で
河
川
に
橋

を
か
け
る
実
態
の
把
握
に
努

め
、
申
請
を
促
し
て
も
ら
い

た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問
 
社
会
保
障
・
税
番
号
制

度
と
は
。

税
務
住
民
課
長

い
わ
ゆ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
、
納

税
者
を
特
定
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
に
共
通
の
番
号
で
対

象
者
を
管
理
し
ま
す
。
整
備

費
用
と
し
て
国
よ
り
住
民
基

本
台
帳
業
務
に
は
１
０
０
％

の
補
助
、
そ
の
他
の
業
務
に

は
３
分
の
２
が
補
助
さ
れ
ま

す
。
平
成
28
年
１
月
に
登
録

番
号
を
発
行
し
ま
す
。

意
見

住
民
に
丁
寧
に
説
明

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
周

知
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

問
 
平
成
26
年
度
の
学
童
保

育
の
申
し
込
み
状
況
は
。

児
童
館

現
在
ま
で
51
名
が

申
し
込
ん
で
お
り
ま
す
。
４

年
生
以
上
に
も
広
げ
て
い
ま

す
が
、
５
名
程
度
が
申
し
込

ん
で
い
る
状
況
で
す
。
親
御

さ
ん
は
預
か
っ
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
が
、
高
学
年
に
な

る
と
管
理
さ
れ
る
こ
と
を
嫌

い
、
学
童
保
育
を
利
用
し
な

く
な
り
ま
す
。

意
見

仕
事
を
持
つ
保
護
者

が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
理

問
 
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管

理
人
室
工
事
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長

工
事
費
が

約
３
５
０
万
円
で
、
内
装
工

事
、
空
調
工
事
等
と
な
り
ま

す
。

問
 
居
住
環
境
を
改
善
さ
せ

た
の
で
す
か
。
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付
を
止
め
、
郵
送
す
る
こ
と

に
し
た
の
は
。

税
務
住
民
課
長

窓
口
交
付

で
は
他
の
被
保
険
者
が
い
る

中
、
滞
納
者
に
対
す
る
納
税

指
導
が
行
え
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
滞
納
の
な
い
方
は
郵
送

し
、
滞
納
者
の
み
窓
口
交
付

と
し
、
そ
の
際
に
納
税
指
導

を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

問
 
被
保
険
者
証
の
郵
送
よ

り
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
窓
口

交
付
の
ほ
う
が
、
被
保
険
者

と
接
触
で
き
て
良
い
の
で
は
、

滞
納
世
帯
に
対
し
て
は
あ
ら

か
じ
め
通
知
を
し
、
戸
別
訪

問
に
よ
る
納
税
指
導
を
す
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
が
。

町
長

被
保
険
者
証
の
郵
送

に
つ
い
て
は
も
う
一
度
、
検

討
を
し
て
み
ま
す
。

介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

入
所
ま
ち
の
状
況
は

問
 
施
設
サ
ー
ビ
ス
給
付
希

望
者
、
い
わ
ゆ
る
入
所
ま
ち

の
実
情
は
。

福
祉
保
健
課
長

平
成
25
年

４
月
現
在
で
36
名
が
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
ま

ち
の
手
続
き
を
と
っ
て
お
り

ま
す
。
実
際
に
は
同
じ
方
が

３
箇
所
程
度
の
施
設
に
入
所

希
望
申
請
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
実
際
に
は
お
よ
そ
12
名

の
方
が
入
所
ま
ち
と
思
わ
れ

ま
す
。
近
隣
の
老
人
ホ
ー
ム

で
は
約
２
０
０
人
が
入
所
ま

ち
と
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

意
見

入
所
し
な
け
れ
ば
生

活
で
き
な
い
よ
う
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
、
介
護
予
防

に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
を

続
け
て
く
だ
さ
い
。

下
水
道
特
別
会
計

接
続
率
向
上
対
策
は

問
 
下
水
道
使
用
料
及
び
受

益
者
負
担
金
の
徴
収
率
向
上

対
策
、
並
び
に
下
水
道
へ
の

接
続
率
の
向
上
対
策
は
。

建
設
水
道
課
長

下
水
道
使

用
料
は
簡
易
水
道
使
用
料
と

同
時
徴
収
に
よ
り
昨
年
同
時

期
よ
り
徴
収
率
が
改
善
し
ま

し
た
。
接
続
率
向
上
に
向
け

て
は
、
来
年
度
予
定
さ
れ
て

い
る
小
沼
中
央
線
沿
線
に
関

し
て
は
対
象
世
帯
が
多
く
、

工
事
に
よ
る
生
活
へ
の
影
響

も
大
き
い
の
で
、
工
事
着
工

前
に
事
前
説
明
会
を
開
催
し
、

下
水
道
事
業
へ
の
理
解
を
図

り
ま
す
。ま
た
、滞
納
世
帯
に

対
し
て
は
戸
別
訪
問
に
よ
り

徴
収
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

い
る
ア
ル
フ
ァ
ー
米
や
水
の

内
、
賞
味
期
限
が
近
づ
い
た

も
の
か
ら
逐
次
区
に
渡
し
て
、

訓
練
の
中
で
試
食
し
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
へ
の
支
援

問
 
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
へ
の

支
援
は
。

教
育
次
長

防
寒
用
ベ
ン
チ

コ
ー
ト
、
手
袋
等
の
貸
与
で

す
。ま
た
、小
学
校
で
は
年
１

回
、
給
食
に
招
待
し
て
お
り

ま
す
。ま
た
、各
区
か
ら
活
動

に
対
し
補
助
金
も
出
て
い
る

よ
う
で
す
。

意
見

本
当
に
大
変
な
活
動

で
す
。
町
と
し
て
も
活
動
費

用
へ
の
補
助
を
考
え
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

保
険
証
の
交
換
手
続
き

問
 
平
成
27
年
３
月
よ
り
被

保
険
者
証
の
公
民
館
で
の
交登校時小学生を見守るスクールガード

３月定例会
人事案件

教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

に
同
意
　
　︵
全
員
賛
成
︶川村達彦 委員（新任）



­８­

平
成
26
年
３
月
定
例
会
・
各
常
任
委
員
会
審
査

２月の大雪、人的被害なし
除排雪費用に対し国の補填あり

2月 15日の上町の除雪状況

総
務
課
長

既
に
前
払
い
が

あ
り
ま
し
た
が
、
確
定
は
３

月
末
と
な
り
ま
す
の
で
専
決

処
分
に
よ
り
補
正
予
算
に
計

上
し
ま
す
。

一
般
会
計

入
田
団
地
改
修
事
業

問
 
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
受
け
て
、
橋
梁
及
び

入
田
団
地
の
改
修
を
行
う
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
事
業
決

定
に
つ
い
て
は
町
の
申
請
が

採
択
さ
れ
た
結
果
な
の
で
す

か
。

総
務
課
長

町
の
平
成
26
年

度
予
定
工
事
の
う
ち
県
で
採

択
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
今

回
の
補
正
予
算
に
計
上
し
ま

し
た
。

建
設
水
道
課
長

平
成
26
年

度
事
業
の
前
倒
し
で
す
。
平

成
26
年
度
へ
の
繰
越
事
業
と

し
て
取
り
組
み
ま
す
。

問
 
入
田
団
地
は
将
来
的
に

用
途
廃
止
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
補
助
金
交
付
を
受
け
る

と
用
途
廃
止
計
画
に
影
響
が

出
る
の
で
は
。

建
設
水
道
課
長

補
助
事
業

執
行
後
10
年
を
経
過
す
れ
ば
、

用
途
廃
止
に
つ
い
て
問
題
が

あ
り
ま
せ
ん
。

雪
害
対
策
は

問
 
滝
入
地
区
の
急
傾
斜
地

の
落
石
防
護
柵
が
今
回
の
大

雪
の
雪
崩
を
食
い
止
め
る
こ

と
に
役
立
ち
ま
し
た
。
補
助

金
を
受
け
て
防
護
策
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

沿
線
住
民

が
少
な
い
た
め
補
助
金
の
対

象
事
業
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
町
単
独
で
逐

次
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

問
 
今
回
の
大
雪
に
よ
る
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
雪
害
状
況
は
。

産
業
振
興
課
長

現
状
で
把

握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、

被
害
面
積
６
・
３
ア
ー
ル
、

被
害
件
数
は
８
名
で
10
箇
所

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。な
お
、

雪
害
緊
急
対
策
事
業
費
補
助

金
に
つ
い
て
は
県
の
指
導
に

よ
り
計
上
し
ま
し
た
が
、
被

害
に
あ
わ
れ
た
農
家
が
適
用

に
な
る
か
は
今
後
の
県
と
の

協
議
を
も
っ
て
決
定
さ
れ
ま

す
。

問
 
今
回
の
大
雪
に
対
す
る

対
応
で
財
政
負
担
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
特
別
交
付
税
に

よ
る
補
填
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交
付
時
期
と
交
付
額
の
見
込

み
は
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

保
険
事
業
の
広
域
化
は

問
 
国
民
健
康
保
険
事
業
の

山
梨
県
全
体
の
広
域
化
は
何

時
頃
に
な
る
の
で
す
か
。

税
務
住
民
課
長

平
成
30
年

度
実
施
を
目
標
に
県
国
保
援

護
課
が
主
導
し
て
進
め
て
い

ま
す
。現
在
、県
下
市
町
村
を

含
め
て
協
議
会
を
組
織
し
、

広
域
化
の
た
め
の
勉
強
を
行

っ
て
い
ま
す
。

補正予算
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上下水道料金改定
5 月使用分より３％の引き上げ

条例審査

西
桂
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一

部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

問
 
税
率
改
正
は
所
得
状
況

の
把
握
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
６
月
に
税
率
改
正
の
た

め
の
条
例
改
正
案
が
示
さ
れ

る
の
が
こ
れ
ま
で
の
例
で
は
。

税
務
住
民
課
長

税
率
改
正

に
関
し
て
被
保
険
者
へ
の
周

知
期
間
を
設
け
た
い
た
め
、

早
め
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

意
見

今
回
の
税
率
改
正
に

は
反
対
で
す
。
も
う
少
し
時

間
を
か
け
て
審
査
の
う
え
改

正
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

西
桂
町
教
職
員
住
宅

の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定

教
職
員
住
宅
へ
の
入
居
条
件
は

問
 
入
居
決
定
に
お
け
る
優

先
順
位
を
定
め
る
困
窮
度
合

い
は
、
ど
の
よ
う
に
判
断
さ

れ
る
の
か
。

教
育
次
長

新
条
例
施
行
に

当
た
っ
て
は
別
に
選
考
基
準

を
設
け
て
、通
勤
距
離
、負
担

能
力
等
に
よ
り
順
番
を
決
定

す
る
予
定
で
す
。

意
見

民
間
住
宅
に
比
べ
て

低
価
格
で
25
年
間
の
運
用
で

は
事
業
費
を
回
収
で
き
ま
せ

ん
。
も
う
少
し
家
賃
額
を
高

く
し
て
も
よ
い
の
で
は
。

教
職
員
以
外
の
者
の
入
居
は

問
 
条
例
の
中
で
、そ
の
他
、

町
長
の
認
め
る
も
の
が
入
居

可
能
と
あ
り
ま
す
が
、
家
賃

が
明
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
理
由
は
。

教
育
次
長

災
害
等
で
一
時

的
に
家
を
失
っ
た
方
等
、
そ

の
方
々
の
負
担
能
力
が
さ
ま

ざ
ま
で
す
の
で
、
限
り
な
く

民
間
ア
パ
ー
ト
と
同
じ
家
賃

と
す
る
場
合
か
ら
、
無
料
と

い
う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
金
額
の
明
示
は
い
た
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

問
 
災
害
等
で
困
窮
し
て
い

る
方
は
、
町
営
住
宅
が
空
い

て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に

住
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
良
い

と
思
い
ま
す
。
教
職
員
住
宅

に
住
む
こ
と
を
想
定
す
る
必

要
は
無
い
の
で
は
。

町
長

子
育
て
世
代
な
ど
に

一
時
的
に
入
居
し
て
も
ら
う

な
ど
人
口
増
加
に
寄
与
す
る

よ
う
、
所
得
制
限
を
受
け
ず

に
入
居
可
能
な
自
由
度
が
高

い
住
居
を
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

西
桂
町
下
水
道
条

例
の
一
部
改
正

料
金
引
き
上
げ
時
期
は

問
 
３
月
、
４
月
分
の
上
下

水
道
の
使
用
料
に
つ
い
て
は

従
前
の
消
費
税
で
賦
課
す
る

と
の
こ
と
で
す
。
前
提
条
件

と
し
て
４
月
中
の
検
針
作
業

終
了
が
必
要
で
す
が
、
間
に

合
う
の
で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

早
め
に
検

針
作
業
開
始
し
、
４
月
中
に

終
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

本町地区下水道工事現場



３月定例会・条例制定改正等
地方税法の一部を改正する等の法律が施行されることに伴い、
関係11条例の一部を改正する条例

消費税及び地方消費税の税率の改定に
伴う関係条例の整備に関する条例制定

所期の目的が達成したもの、また、代わる他の条例等が設置さ
れているため、３条例を廃止する条例

西桂町町誌編さん委員会設置条例等を
廃止する条例制定

地方公務員法に規定される委員又は非常勤職員で規則等により
報酬を支払えるようにするための条例改正

各種委員等報酬並びに費用弁償条例の
一部改正

地方税法一部改正に伴う特定継続世帯の軽減率の変更、及び所
得割・資産割の税率改正するための条例改正西桂町国民健康保険税条例の一部改正

町内小規模商工業者の経営基盤の強化を促進し、本町商工業者の健全
な発展に資するため、条例の失効期日をさらに5年延長する条例改正

西桂町小規模商工業者事業資金利子補
給金条例の一部改正

保険料の納期を税条例等と統一するための条例改正西桂町後期高齢者医療に関する条例の
一部改正

新教員住宅の完成に伴い、新しい建物となった教員住宅につい
て、旧管理条例を廃し、新たな条例を制定する。

西桂町教職員住宅の設置及び管理に関
する条例制定

道路法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に
関する政令の施行に伴う条例改正西桂町道路占用料条例の一部改正

地方税法の一部を改正する等の法律が施行されることに伴い、ま
た、適正な下水道料金の徴収に向けた対応を行うための条例改正西桂町下水道条例の一部改正

富士吉田市外１市２町４村１組合ことばの教室設置協議会から
都留市が脱退することに伴う地方自治法第252条の２第３項の
規定による規約変更。

富士吉田市外１市２町４村１組合ことばの
教室設置協議会を組織する普通地方公共団
体の数の減少及び富士吉田市外１市２町４
村１組合ことばの教室設置協議会規約変更

上町地区の荒井義光氏を推薦したいので、人権擁護委員法第６
条の規定により、議会の意見を求める。

人権擁護委員の推薦につき意見を求め
る件

賛成全員
会計区分 主な内容

補正予算の主な内容
○歳入 地方交付税６千61万円増額、国庫補助金・社会資本整備総合交付

金等１千430万円増額、繰入金・基金繰入金８千257万円減額
○歳出 土木費・除雪事業２千144万円増額、土木費・町営住宅管理事

業850万円増額
○基金積立金900万円増額、国県支出金返還金878万円増額
○後期高齢者医療費負担金126万円減額
○介護サービス等費1千570万円減額、基金積立金1千578万円増額
○介護予防支援事業費19万円減額
○施設管理費41万円減額、水道改良費47円減額
○新設工事費405円増額

一 般 会 計 補 正 予 算（第４号）

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
介護保険特別開会補正予算（第３号）
介護予防支援事業特別会計補正予算（第１号）
簡易水道特別会計補正予算（第３号）
下 水 道 特 別 会 計 補 正 予 算（第１号）

（※全会計において、事業終了による事業費の減額更正あり）

３月定例・補正予算
会     計

一   般   会   計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
介護予防支援事業特別会計
簡 易 水 道 特 別 会 計
下 水 道 特 別 会 計

１千１９８万円
１千１３１万円
△２０７万円
△８８万円
△１９万円
△８８万円
４０５万円

１９億８千８５６万円
５億１千２７１万円
７千１０５万円

３億２千６９９万円
５５万円

７千１７４万円
１億７千４１０万円

補 正 額 補正後の予算総額
賛成全員

­10­
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平
成
26
年
３
月
定
例
会
・
事
務
調
査

入
線
沿
線
の
民
家
に
対
し
、

３
世
帯
に
避
難
指
示
、
１
世

帯
に
避
難
勧
告
を
出
し
ま
し

た
。家
屋
の
倒
壊
は
、家
屋
全

壊
１
軒
、工
場
全
壊
１
軒
、家

屋
一
部
損
壊
２
件
、
工
場
一

部
損
壊
２
件
で
す
。

避
難
者
状
況
は
富
士
急
行

線
利
用
者
52
名
が
帰
宅
困
難

者
と
な
り
15
日
午
前
中
役
場

で
受
け
入
れ
、そ
の
後
、半
数

は
徒
歩
で
目
的
地
に
向
か
い
、

残
り
半
数
が
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の

方
に
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま
た
、国
道
で
立
ち
往
生

し
た
運
転
手
等
３
名
が
15

日
、16
日
に
役
場
へ
宿
泊
し
、

17
日
に
皆
さ
ん
お
帰
り
に
な

り
ま
し
た
。

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
に
つ
い
て
は

15
日
富
士
急
乗
客
並
び
に
運

転
手
合
計
26
名
の
方
が
宿
泊

し
、16
日
10
名
、17
日
３
名
が

宿
泊
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
16

日
15
名
、
17
日
は
18
名
が
宿

泊
し
ま
し
た
。
18
日
に
は
皆

さ
ん
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
避
難
指
示
の
家
庭
２

名
が
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

宿
泊
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

問
 
県
道
の
除
雪
が
少
し
遅

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

町
民
か
ら
言
わ
れ
、
ど
の
よ

う
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
た

だ
け
て
い
る
の
で
す
か
。

町
長

住
民
の
立
場
は
国
道

も
県
道
も
町
道
も
関
係
な
く

不
都
合
だ
と
の
考
え
方
な
の

で
す
。
今
回
の
雪
害
で
集
中

的
に
情
報
が
集
ま
る
所
を
設

け
て
い
か
な
け
れ
ば
ス
ム
ー

ズ
な
除
雪
が
出
来
な
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
国
土
交

通
省
、
県
に
も
状
況
を
話
し

て
要
望
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
国
会
議
員
等
に
も
実
状

を
訴
え
て
対
応
し
て
も
ら
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

意
見

町
民
の
人
た
ち
は
何

で
も
役
場
職
員
に
言
っ
て
き

ま
す
。
普
段
か
ら
町
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
体
制
が
取
れ
る

状
況
を
考
え
て
欲
し
い
。

総
務
課
長
概
要
説
明

大
雪
に
よ
る
各
種
状
況
に

つ
い
て
２
月
23
日
現
在
で
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

ま
ず
災
害
対
策
本
部
の
設

置
は
２
月
15
日
土
曜
日
の
午

前
９
時
に
大
雪
警
報
等
雪
の

量
が
尋
常
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
設
営
し
ま
し
た
。
積

雪
量
は
河
口
湖
測
候
所
発
表

約
１
１
０
㎝
、
西
桂
町
で
は

１
２
０
㎝
以
上
あ
る
と
推
測

さ
れ
ま
し
た
。

町
道
の
最
低
限
の
除
雪
は

概
ね
終
わ
っ
た
の
で
す
が
、

狭
い
所
が
あ
り
待
避
所
を
設

け
な
が
ら
業
者
さ
ん
に
引
き

続
き
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
被
害
状
況
は
雪
崩

に
よ
る
孤
立
集
落
の
町
道
滝

本件については、大雪に
よる被害状況と除雪対策の
状況、及び非難状況と対策
について確認をしました。
なお、降雪災害に係る経

費については 3月補正で対
応とのことであります。

調査事項
総務委員会
2月24日実施

2月15日の国道の除雪状況滝入地区から避難する住民

結果 除排雪、避難指示
避難所運営の状況を確認

大雪の被害状況は



平
成
26
年
３
月
定
例
会
・
事
務
調
査
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槽
や
備
蓄
倉
庫
等
に
関
す
る

補
助
金
は
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
建
物
に
該
当
す
る
補
助

金
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ

い
て
は
、
詳
細
設
計
を
し
な

い
と
正
確
な
金
額
は
算
出
で

き
ま
せ
ん
が
、
概
ね
３
割
ほ

ど
減
額
で
き
る
見
込
み
で
す
。

文
化
協
会
と
は
、
展
示
ス

ペ
ー
ス
の
増
床
、
給
湯
室
の

設
置
と
１
、
２
台
の
調
理
台

の
設
置
な
ど
で
概
ね
了
解
が

得
ら
れ
ま
し
た
。
詳
細
設
計

の
段
階
で
随
時
相
談
し
て
ほ

し
い
と
の
こ
と
で
す
。

教
育
委
員
会
と
の
打
ち
合

わ
せ
は
２
月
26
日
の
定
例
教

育
委
員
会
に
お
い
て
説
明
予

定
で
、
意
見
が
あ
れ
ば
報
告

を
も
ら
う
予
定
で
す
。

設
計
等
関
連
予
算
に
つ
い

て
、
平
成
26
年
度
当
初
予
算

に
は
計
上
し
て
い
ま
せ
ん
。

３
月
終
わ
り
か
ら
４
月
に
か

け
て
先
進
地
視
察
等
を
し
て

い
た
だ
き
、
で
き
れ
ば
６
月

に
設
計
等
関
係
予
算
を
計
上

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

問
 
執
行
部
と
し
て
は
建
て

替
え
で
進
め
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長

基
本
的
に
は
補

助
金
の
対
象
事
業
と
な
る
よ

う
木
造
平
屋
建
て
で
建
築
す

る
計
画
で
す
。

意
見

木
造
で
建
て
る
の
で

あ
れ
ば
町
内
業
者
を
指
名
し

て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、事
前

に
勉
強
し
て
工
事
内
容
を
十

分
に
把
握
し
、
業
者
が
行
う

事
業
を
管
理
で
き
る
よ
う
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

意
見

今
後
、
先
進
地
視
察

等
を
行
い
事
業
内
容
の
把
握

に
努
め
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
計
画
案
を
検
討
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。

総
務
課
長
概
要
説
明

議
会
側
か
ら
の
質
問
事
項

に
お
答
え
し
ま
す
。

改
修
の
場
合
、
補
強
す
る

費
用
の
算
出
に
あ
た
っ
て
、

Ｒ
Ｃ
造
部
分
・
Ｓ
造
部
分
と

も
に
補
強
壁
も
し
く
は
ブ
レ

ー
ス
で
補
強
可
能
と
仮
定
し

て
概
算
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
詳
細
な
構
造
計
算
等
を

し
な
い
と
補
強
で
き
る
か
分

か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

内
訳
は
補
強
工
事
３
千
万

円
増
、
設
計
積
算
法
令
手
続

き
７
６
０
万
円
増
、
工
事
監

理
２
６
０
万
円
増
で
、
合
計

４
千
２
０
万
円
の
増
と
な
り

ま
す
。

防
災
に
関
す
る
国
県
か
ら

の
補
助
金
は
、
県
の
関
係
部

署
に
確
認
し
ま
し
た
が
貯
水

本件について、執行部は
３月終わりから４月にか
けて先進地視察等をして
いただき、できれば６月に
設計等関係予算を計上し
ていきたいと提案されま
した。
委員より「時間をかけて

計画案を検討させてもら
いたい。」との意見が出さ
れました。

調査事項
結果 建て替えか全面改修、
あるいは部分補修かを検討

ＹＬＯ会館の改修は 総務委員会
2月24日実施

ＹＬＯ会館屋上で雨漏りの現状を視察ＹＬＯ会館前で説明を受ける議会議員
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千
円
を
引
く
と
自
己
負
担
は

月
３
万
７
千
６
６
７
円
と
い

う
水
準
で
す
。
単
身
棟
は
ほ

ぼ
同
額
の
自
己
負
担
、
家
族

棟
に
つ
い
て
は
７
千
６
６
７

円
少
な
い
金
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
他
市
町
村
の
教

職
員
住
宅
と
比
較
し
て
決
定

し
た
数
字
で
す
。

次
に
入
居
の
資
格
は
、
町

立
小
・
中
学
校
の
教
職
員
で

郡
内
に
赴
任
さ
れ
る
者
、
ま

た
は
町
で
採
用
し
た
教
職
員

を
優
先
し
、
町
長
が
認
め
る

者
も
入
居
可
能
と
な
り
ま
す
。

入
居
申
請
は
所
属
学
校
長

の
副
申
書
を
添
え
て
申
請
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

選
考
基
準
は
、
収
入
の
状

況
、
現
在
支
払
っ
て
い
る
家

賃
の
額
、
定
住
地
か
ら
の
距

離
を
勘
案
す
る
中
で
決
定
い

た
し
ま
す
。

敷
金
は
家
賃
の
１
ヶ
月
分
、

退
去
時
に
還
付
を
い
た
し
ま

す
。
ま
た
部
屋
の
内
部
等
に

損
害
が
あ
る
と
き
に
は
、
修

繕
費
を
敷
金
の
内
か
ら
控
除

を
す
る
方
法
を
取
り
ま
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

問
 
入
居
資
格
そ
の
他
、
町

長
が
認
め
る
場
合
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
解
釈
で
運
用
さ
れ
る
の

か
。

教
育
次
長

災
害
な
ど
で
一

時
的
に
住
居
が
必
要
な
場
合
、

か
つ
教
職
員
住
宅
に
空
き
が

あ
る
場
合
等
、
弾
力
的
な
運

用
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
長

一
般
の
方
が
長
期

的
に
入
ら
れ
る
と
、
教
職
員

が
入
れ
な
い
と
い
う
こ
と
も

勘
案
し
ま
す
。

意
見

現
状
、民
間
ア
パ
ー
ト

に
住
ま
わ
れ
て
い
る
教
職
員

の
部
屋
は
、
築
年
数
の
古
い

建
物
と
推
測
し
ま
す
。
新
築

の
教
職
員
住
宅
の
家
賃
は
も

う
１
万
円
程
度
ア
ッ
プ
し
て

も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

教
育
次
長
概
要
説
明

教
職
員
住
宅
条
例
概
要
案

と
し
て
、
家
賃
に
つ
い
て
世

帯
棟
３
万
円
、
単
身
棟
２
万

円
の
算
定
で
あ
り
ま
す
。
家

賃
の
算
定
根
拠
と
し
て
、
西

桂
町
行
政
財
産
使
用
料
徴
収

条
例
に
基
づ
い
て
算
定
し
、

さ
ら
に
近
隣
市
町
村
の
状
況

等
を
勘
案
し
て
あ
り
ま
す
。

郡
内
地
域
の
民
間
賃
貸
物

件
で
は
、
単
身
者
向
け
物
件

月
平
均
３
万
７
千
１
８
５

円
、
こ
れ
か
ら
教
職
員
が
入

居
し
た
場
合
の
住
居
手
当
１

万
８
千
円
を
引
く
と
自
己
負

担
は
月
１
万
９
千
１
８
５
円

で
す
。
家
族
向
け
物
件
月
平

均
６
万
４
千
６
６
７
円
、
入

居
の
際
の
住
居
手
当
２
万
７

家賃について世帯棟３万円、
単身棟２万円の算定であるとの
ことであり、算定根拠として、西
桂町行政財産使用料徴収条例に
よる行政財産使用料を参考に、
近隣市町村の教職員住宅の家賃
水準と民間住宅の家賃水準を参
考に決定したいとのことであり
ます。また、入居条件として、東
部交流により赴任される教職員
及び町で雇用する教職員を優先
し、空き部屋がある場合には町
長が必要とする者を入居させる
としております。

調査事項
結果 家賃は単身棟２万円、
家族棟３万円を検討、敷金も徴収

教職員住宅入居条件は 建設文教委員会
2月24日実施

室内取り付け設備の施工状況を確認教職員住宅現場にて進捗状況の説明を受ける議会議員
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平
成
26
年
３
月
定
例
会
・
事
務
調
査

り
ま
し
た
。

町
の
い
じ
め
の
防
止
基
本

方
針
に
つ
い
て
で
す
が
、国
、

市
町
村
、学
校
に
よ
る﹁
い
じ

め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策

に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
﹂

の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
こ

と
、
国
及
び
学
校
は
策
定
の

義
務
、
市
町
村
は
策
定
の
努

力
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

西
桂
町
に
お
い
て
は
基
本
方

針
を
定
め
る
と
い
う
こ
と

で
、案
を
お
示
し
、３
月
末
ま

で
に
は
策
定
、
公
表
の
段
取

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
と
し
ま

し
て
、﹁
い
じ
め
は
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
許
さ
な
い
﹂
の

考
え
方
を
基
本
に
、﹁
い
じ
め

は
早
期
発
見
・
早
期
対
応
が

重
要
﹂と
の
姿
勢
の
下
、﹁
地

域
と
と
も
に
歩
む
学
校
﹂
づ

く
り
を
進
め
な
が
ら
、町
、学

校
、家
庭
や
地
域
、関
係
機
関

な
ど
の
連
携
に
よ
り
取
り
組

む
も
の
と
し
ま
す
。

町
民
の
皆
様
か
ら
様
々
な

ご
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
よ

り
よ
い
も
の
と
し
て
策
定
し

た
い
と
い
う
考
え
が
あ
り
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

の
実
施
を
提
案
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
教
育
委
員
の
皆
様
か

ら
も
﹁
町
民
全
体
の
意
見
を

聴
く
中
で
取
り
組
む
こ
と
は

非
常
に
良
い
こ
と
だ
﹂
と
の

ご
意
見
を
受
け
、
会
報
及
び

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

町
民
の
皆
様
方
に
周
知
を
図

っ
て
い
く
も
の
で
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

委
員
長

本
件
に
つ
い
て
は

非
常
に
難
し
い
問
題
で
、
今

こ
こ
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
各
自
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
き
検
討
し
、
意
見
が

あ
る
よ
う
で
し
た
ら
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
利
用
し
、

意
見
を
述
べ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
と
思
い

ま
す
。

教
育
次
長
概
要
説
明

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

︵
意
見
募
集
︶
へ
の
ご
意
見

の
提
案
に
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

国
で
﹁
い
じ
め
防
止
対
策

推
進
法
﹂が
公
布
、施
行
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
い
じ
め
か
ら

独
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
を

救
う
た
め
に
は
、
子
ど
も
を

取
り
囲
む
大
人
一
人
ひ
と
り

が
、﹁
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ

な
い
﹂、﹁
い
じ
め
は
卑
怯
な

行
為
で
あ
る
﹂、﹁
い
じ
め
は

ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学

校
で
も
起
こ
り
う
る
﹂
と
の

認
識
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
い
じ
め
の
問

題
は
、
心
豊
か
で
安
全
・
安

心
な
社
会
を
い
か
に
し
て
つ

く
る
か
と
い
う
、
学
校
を
含

め
た
社
会
全
体
の
課
題
と
な

本件については非
常に難しい問題で、今
ここで意見を述べる
ことは難しいと思い
ます。このため、各自
持ち帰っていただき
検討し、意見があるよ
うでしたらパブリッ
クコメントを利用し、
意見を述べていくと
いうことでよろしい
かと思います。

調査事項
結果 ３月末までに町、小中学校で
防止対策基本方針を策定する

いじめの防止対策は 建設文教委員会
3月11日実施

重大事態発生時の対応　概要フロー図
いじめ事案

調査主体の判断・指示

学校いじめ対策委員会による対応

教育委員会への報告

（第 22条）

（第 23条第２項）

（第 14条第３項）
（第 28条）

（第 30条第１項）

（第 30条第 2項）

（第 30条第 3項）

〈注意〉　（　　）内は「いじめ防止対策推進法」の条項を示す。

（第 28条）
結果報告を受け、教育委員会より町長へ報告

再調査の指示
（町長が必要と認めた場合）

西桂町いじめに関する重大事態調査委員会による再調査

町議会への報告

【学　校】

【町　長】

【教育委員会】
いじめの重大事態

教育委員会主体の調査学校主体の調査 教育委員会主体の調査学校主体の調査

西桂町いじめ防止等対策委員会による調査学校いじめ調査委員会による調査学校いじめ調査委員会による調査
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平
成
26
年
３
月
定
例
会
　
一
般
質
問

一 般 質 問

問

答

地域防災の検証と課題は
防災計画の見直しと
防災備蓄倉庫の建築を実施

郷
田
議
員

﹁
地
域
防
災
の
推
進
﹂
に

つ
い
て
検
証
と
課
題
は
。

町
長

２
月
の
大
雪
で
は
、
除
雪

に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町

民
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

方
々
に
は
今
回
の
大
雪
を
検

証
す
る
な
か
で
、
町
の
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
な
ど
に

地
域
や
住
民
の
立
場
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
よ

り
実
践
的
な
防
災
計
画
の
充

実
を
図
り
ま
す
。ま
た
、今
回

の
大
雪
で
は
、
電
車
・
車
の

帰
宅
困
難
者
が
多
数
避
難
さ

れ
、
町
で
備
蓄
し
て
お
り
ま

し
た
ア
ル
フ
ァ
ー
米
等
が
役

に
立
ち
ま
し
た
こ
と
か
ら
、

交
通
の
便
の
良
い
場
所
へ
の

防
災
備
蓄
倉
庫
の
建
築
な
ど

対
応
に
努
め
ま
す
。

郷
田
議
員

緊
急
避
難
場
所
の
小
中
学

校
体
育
館
を
使
っ
た
訓
練
や
、

発
電
機
の
操
法
訓
練
等
早
急

に
実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
ご
所
見
は
。

町
長

今
年
の
訓
練
で
は
、
緊
急

避
難
場
所
の
小
中
学
校
体
育

館
を
使
っ
た
訓
練
や
、
発
電

機
の
操
法
訓
練
等
を
各
区
の

区
長
さ
ん
や
防
災
リ
ー
ダ
ー

に
ご
協
力
を
得
る
中
で
、
実

施
で
き
ま
す
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

郷
田
議
員

当
町
観
光
振
興
の
現
状
と

進
捗
状
況
、
成
果
は
。

町
長

観
光
振
興
に
お
け
る
取
り

組
み
は
実
施
し
て
い
る
も
の

の
、
経
済
的
効
果
も
小
規
模

で
あ
り
、今
後
、富
士
五
湖
観

光
エ
リ
ア
の
観
光
客
を
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
観

光
業
が
町
の
主
要
産
業
の
ひ

と
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
る
状

況
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

郷田和美 議員 

問答

観
光
振
興
の
現
状
は

観
光
資
源
を
創
出
し

観
光
従
事
者
を
育
成

三
ツ
峠
活
性
化
会
議
を
主

体
と
し
て
、
西
桂
町
の
観
光

計
画
を
定
め
、
観
光
資
源
を

創
出
し
、
並
び
に
観
光
に
従

事
す
る
団
体
個
人
の
育
成
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

郷
田
議
員

三
つ
峠
温
泉
の
開
発
の
再

検
討
を
提
案
し
ま
す
。

町
長

今
後
は
、
農
と
食
に
よ
る

交
流
産
業
の
振
興
を
図
り
、

体
験
型
滞
在
型
の
施
設
と
し

て
充
実
さ
せ
、
良
好
な
経
営

の
向
上
に
よ
り
民
間
事
業
者

の
参
入
や
温
泉
開
発
も
可
能

と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問

三
本
の
柱
の
進
捗
状
況

と
成
果
は
。

町
長

３
事
業
に
住
民
が
参

加
、
取
り
組
ん
だ
内
容
を
今

後
の
施
策
等
に
活
か
し
ま
す
。

問
 
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
﹁
地
産

地
消
﹂
事
業
の
推
進
は
。

町
長

公
共
施
設
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
検
討
。

だるま石付近の登山の様子
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平
成
26
年
３
月
定
例
会
　
一
般
質
問

一 般 質 問

問

答

健康長寿への取り組みは
第６期高齢者保健福祉
介護保険計画で取り組む

瀧
口
議
員

健
康
で
長
寿
社
会
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
く
の
で
す
か
。

町
長

町
の
高
齢
者
の
福
祉
推
進

は
、
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
が

あ
り
、平
成
26
年
度
は
、平
成

24
年
度
を
開
始
年
度
す
る
３

年
間
の
第
５
期
高
齢
者
保
健

福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
計

画
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

65
歳
以
上
の
全
高
齢
者
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び

健
診
受
診
者
に
対
す
る
調
査

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
必
要
量

把
握
に
努
め
、
平
成
27
年
度

か
ら
３
年
間
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
内
容
と
規
模
、
及
び
介
護

保
険
料
を
定
め
る
第
６
期
計

画
案
の
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
す
。

本
町
に
お
け
る
介
護
予
防

事
業
と
し
ま
し
て
は
、
口
腔

機
能
充
実
の
た
め
の
﹁
い
き

い
き
健
康
教
室
﹂、運
動
機
能

向
上
の
た
め
の
﹁
元
気
は
つ

ら
つ
運
動
教
室
﹂、食
生
活
改

善
の
た
め
の
﹁
か
む
か
む
教

室
﹂
な
ど
多
く
の
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

瀧
口
議
員

健
康
管
理
日
本
一
西
桂
を

目
指
す
お
考
え
は
。

町
長

高
い
目
標
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

瀧
口
議
員

一
般
の
人
達
に
喜
ば
れ
る

図
書
館
を
建
設
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。

町
長

現
在
、
町
民
に
開
放
し
て

い
る
中
学
校
図
書
館
は
、
学

校
施
設
の
一
般
開
放
と
い
う

こ
と
で
、
学
校
教
育
に
支
障

の
な
い
範
囲
で
毎
月
２
回
、

瀧口幸男 議員 

中学校図書館の現況

土
曜
日
に
利
用
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
図
書
館
の
建
設
に

関
し
て
は
、
多
額
の
建
設
経

費
が
想
定
さ
れ
る
上
、
規
定

の
司
書
の
配
置
や
維
持
管
理

に
関
す
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
も
相
当
な
額
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
平
成
26

年
度
は
、
第
５
次
長
期
総
合

計
画
の
後
期
基
本
計
画
策
定

を
予
定
し
て
い
る
平
成
27
年

度
の
前
年
に
当
た
る
こ
と
か

ら
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
る
中
で
、
今
後
注
力
す

べ
き
分
野
と
し
て
捉
え
て
い

き
ま
す
。

瀧
口
議
員

近
隣
に
は
図
書
館
が
あ
る

の
に
、
我
が
町
は
不
自
由
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

町
長

町
の
財
政
状
況
や
町
民
ニ

ー
ズ
を
捉
え
る
中
で
、
調

査
・
研
究
を
い
た
し
ま
す
。

問
 
怪
獣
の
父
、
高
山
良
策

展
の
開
催
は
。

町
長

実
現
が
困
難
、
別
な

形
で
支
援
し
て
い
き
た
い
。

問答
町
営
図
書
館
の
建
設
は

町
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し

重
要
分
野
と
し
て
検
討
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一 般 質 問

小
山
議
員

昨
今
の
少
子
化
等
に
よ
り
、

本
年
４
月
小
学
校
へ
入
学
す

る
児
童
数
が
２
学
級
を
満
た

さ
ず
、
昨
年
と
同
様
１
学
級

に
な
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。ま
た
、２
学
級
あ
る
現
２

年
生
も
３
年
生
と
な
る
４
月

か
ら
は
１
学
級
に
な
る
と
、

学
校
評
議
員
会
議
の
席
上
校

長
か
ら
報
告
を
う
け
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
来
年
度
の
小

学
校
教
員
数
は
現
状
よ
り
３

名
減
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
懸
念
さ

れ
る
の
は
、
児
童
の
学
力
が

低
下
す
る
恐
れ
が
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

小
学
校
に
お
け
る
学
級
数

の
減
少
に
対
し
、
町
で
の
補

助
教
員
の
採
用
及
び
教
室
の

ス
ペ
ー
ス
改
良
並
び
に
少
人

数
学
級
実
現
の
た
め
の
国
及

び
県
へ
の
働
き
か
け
等
教
育

環
境
の
整
備
に
つ
い
て
、
町

長
の
お
考
え
は
。

町
長

小
学
校
に
お
け
る
学
級
数

の
減
少
に
対
し
、
１
ク
ラ
ス

の
人
数
が
２
ク
ラ
ス
の
場
合

の
倍
近
く
に
な
り
、
学
力
低

下
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
１
年
生
か
ら
３
年
生

に
は
県
費
負
担
教
員
が
半
日

勤
務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
各

１
名
ず
つ
配
置
さ
れ
、
そ
の

う
ち
２
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、

午
後
３
時
ま
で
の
２
時
間
分

を
町
費
負
担
教
員
と
し
て
勤

務
を
予
定
し
て
お
り
、
さ
ら

に
き
め
細
や
か
な
加
配
と
し

て
、
半
日
勤
務
の
県
費
教
員

を
１
名
配
置
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
、
計
４
名
の
配

置
が
可
能
と
な
っ
た
う
え
に
、

例
年
ど
お
り
１
日
勤
務
の
町

費
負
担
教
員
の
配
置
も
し
、

万
全
を
期
す
る
態
勢
を
整
え

ま
す
。

教
室
の
ス
ペ
ー
ス
改
良
に

つ
い
て
は
、
教
室
の
広
さ
は

公
立
学
校
施
設
関
係
法
令
に

て
基
準
が
設
け
ら
れ
、
普
通

教
室
は
74
㎡
が
基
準
と
な
っ

て
お
り
、
改
装
・
改
修
等
は

補
助
金
と
の
関
係
も
あ
り
難

し
く
、
現
教
室
は
40
人
学
級

を
基
準
に
建
築
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ

け
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
少
人
数
学
級
に
つ

い
て
は
、
欧
米
に
比
較
す
る

と
、
ま
だ
ま
だ
少
人
数
学
級

と
は
言
い
が
た
く
、
さ
ら
な

る
少
人
数
学
級
を
目
指
し
、

国
・
県
に
働
き
か
け
て
い
く

所
存
で
す
。

小山正則 議員 

問答

小
学
校
学
級
数
減
少
に
対
し
対
策
は

町
負
担
教
員
の
配
置
を
予
算
化

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
に
努
め
る

新一年生、学校生活
楽しく過ごしていますか
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平
成
26
年
３
月
定
例
会
　
一
般
質
問

一 般 質 問

問

答

防災無線以外の情報発信は
エリアメールを導入予定
フェイスブック等は検討

井
上
議
員

２
月
14
日
の
豪
雪
時
に
国

道
の
不
通
箇
所
が
発
生
し
、

車
中
の
人
達
か
ら
﹁
西
桂
町

か
ら
の
情
報
が
な
い
﹂
と
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。
都
留
市

で
は
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
活
用

し
て
避
難
準
備
情
報
を
発
信

し
、
富
士
吉
田
市
で
は
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設
し
道
の

状
況
を
写
真
入
り
で
発
信
し

て
い
ま
し
た
。

西
桂
町
に
お
い
て
も
ツ
イ

ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
導
入
を
行
っ
て
、
情
報
の

収
集
と
発
信
を
素
早
く
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長

災
害
発
生
時
の
情
報
発
信

手
段
エ
リ
ア
メ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
気
象
庁
が
配
信
す
る

速
報
、
地
方
公
共
団
体
が
発

信
す
る
災
害
・
避
難
情
報
な

ど
を
受
信
す
る
こ
と
が
で
き

る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
携
帯
電

話
向
け
サ
ー
ビ
ス
で
、
今
回

の
大
雪
の
対
応
に
は
間
に
合

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
既
に

協
議
済
み
で
あ
り
、
現
在
契

約
に
向
け
て
対
応
中
で
す
。

ま
た
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

お
よ
び
ａ
ｕ
に
つ
い
て
も
、

今
年
８
月
ま
で
に
は
契
約
を

結
び
、
災
害
な
ど
の
情
報
発

信
に
取
り
組
み
ま
す
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
お
よ
び

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
導
入
に
関
し

て
は
、
今
回
の
大
雪
の
情
報

発
信
に
つ
い
て
検
証
す
る
な

か
で
導
入
で
き
る
か
検
討
し

ま
す
。

井
上
議
員

町
民
か
ら
の
声
と
し
て
富

士
吉
田
市
が
実
施
し
た
﹁
市

民
が
一
丸
と
な
っ
た
雪
か

き
﹂の
よ
う
に
西
桂
町
も﹁
〇

○
雪
か
き
隊
﹂
な
ど
の
名
称

を
つ
け
町
民
が
児
童
の
た
め

に
歩
道
の
雪
か
き
な
ど
の
呼

び
か
け
を
行
っ
て
も
ら
え
ば
、

井上秀樹 議員 

通行止めのため路上駐車された車両

も
っ
と
積
極
的
に
雪
か
き
に

参
加
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す

か
。町

長
今
回
の
大
雪
で
は
、
多
く

の
方
よ
り
自
助
・
共
助
の
精

神
で
近
所
の
方
々
が
総
出
で

道
路
の
雪
か
き
を
し
て
い
た

だ
い
た
と
伺
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
西
桂
町
で
は
、
行

政
の
呼
び
か
け
で
は
な
く
町

民
自
ら
が
率
先
し
て
ご
協
力

を
い
た
だ
け
る
共
助
の
精
神

が
根
付
い
た
町
で
あ
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の

大
雪
を
教
訓
に
さ
ら
な
る
対

策
と
し
ま
し
て
、
議
員
ご
指

摘
で
あ
り
ま
す
﹁
町
民
が
一

丸
と
な
っ
た
雪
か
き
﹂
が
出

来
ま
す
よ
う
各
区
の
ご
協
力

を
仰
ぐ
な
か
で
、
広
報
誌
や

回
覧
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
等
、
町
民
の
皆
様
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

問答
雪
か
き
隊
の
組
織
化
は

住
民
共
助
の
活
動
と
し
て

区
と
協
力
し
て
取
り
組
む
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一 般 質 問

藤
江
議
員

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
は

町
を
通
り
過
ぎ
る
だ
け
の
道

と
い
う
こ
と
で
は
町
民
の
期

待
も
薄
れ
ま
す
。こ
の
道
は
仮

称
富
士
吉
田
北
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
繋
が
っ

て
い
く
わ
け
で
、
開
通
を
ふ

ま
え
て
西
桂
町
が
有
効
活
用

で
き
発
展
す
る
た
め
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

町
長

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の

新
設
に
よ
り
、
国
道
の
渋
滞

緩
和
や
町
道
へ
の
通
過
車
両

の
軽
減
な
ど
、
交
通
環
境
や

住
民
生
活
に
お
け
る
安
全
性

に
お
い
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
ま
す
が
、
旧
道
周
辺

に
あ
る
主
に
商
業
・
飲
食
店

等
の
店
舗
に
お
い
て
は
経
営

上
、
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受

け
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
開
通

後
の
沿
道
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

き
ま
し
て
は
、﹁
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂や﹁
景
観
計

画
﹂並
び
に﹁
西
桂
町
農
業
振

興
地
域
整
備
計
画
﹂
等
に
基

づ
き
、
当
町
の
良
好
な
景
観

並
び
に
農
用
地
の
保
全
、
ま

た
、
企
業
の
誘
致
や
商
業
集

積
、
宅
地
の
整
備
な
ど
町
の

振
興
に
つ
な
が
る
沿
道
の
土

地
利
用
を
隣
接
す
る
富
士
吉

田
市
と
調
和
を
合
わ
せ
、
当

町
の
財
政
状
況
ま
た
町
民
ニ

ー
ズ
を
勘
案
し
、
利
便
性
の

高
い
活
用
を
総
合
的
に
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

な
お
、具
体
的
に
は
、県
に

お
い
て
は
現
在
も
用
地
交
渉

を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ

り
、用
地
交
渉
が
終
了
し
、県

計
画
が
確
定
し
た
段
階
に
お

い
て
、
こ
う
し
た
様
々
な
観

点
か
ら
再
度
検
証
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

藤
江
議
員

西
桂
町
の
将
来
に
向
け
た

町
づ
く
り
を
し
て
い
く
た
め

に
は
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
今
か
ら
で
も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
間
に
合
わ
な
い
と

考
え
ま
す
の
で
再
度
主
体
的

な
構
想
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

平
成
28
年
度
に
見
直
し
を

行
う
西
桂
町
第
５
次
長
期
総

合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に

整
備
計
画
を
反
映
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、︵
仮
称
︶西

桂
町
道
路
整
備
計
画
を
作
成

し
ま
す
。

藤江雅江 議員 

問答

町
発
展
の
た
め
県
道
富
士
吉
田

西
桂
線
の
先
進
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
は

仮
称
・
西
桂
町
道
路
整
備
計
画
を

策
定
し
、
町
づ
く
り
を
行
う

県道富士吉田西桂線
整備予定箇所を確認
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平
成
26
年
２
月
臨
時
会

教職員住宅の工期を延長
3月 14日完成予定、入居は 4月より

町
長
提
案
理
由

工
事
内
容
の
主
な
変
更

は
、ガ
ス
配
管
等
、ガ
ス
供
給

設
備
を
町
所
有
と
す
る
た
め

の
変
更
、
隣
接
宅
地
と
の
境

界
壁
設
置
等
を
予
算
の
範
囲

内
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

工
期
の
変
更
は
、
２
月
８

日
及
び
同
14
日
の
大
雪
に
よ

り
外
部
作
業
の
中
断
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

当
初
の
完
成
期
日
﹁
平
成
26

年
２
月
28
日
﹂
に
14
日
間
を

加
え﹁
平
成
26
年
３
月
14
日
﹂

を
変
更
の
完
成
期
日
と
い
た

し
ま
す
。

工
事
請
負
金
額
に
つ
い
て

は
、
６
千
９
３
０
万
円
か
ら

12
万
６
千
円
を
減
額
し
、
６

千
９
１
７
万
４
千
円
に
変
更

い
た
し
ま
す
。

主
な
委
員
質
疑

問
 
ガ
ス
設
備
工
事
の
下
請

け
業
者
選
定
と
設
置
方
法

は
。

教
育
次
長

契
約
変
更
に
伴

っ
て
ガ
ス
設
備
は
町
の
所
有

物
と
な
る
の
で
、
供
給
業
者

は
ど
の
業
者
と
も
契
約
可
能

と
な
り
ま
す
。

意
見

工
期
を
守
る
た
め
に
、

舗
装
等
工
事
内
容
に
不
備
が

出
る
こ
と
だ
け
は
避
け
て
、

品
質
の
良
い
工
事
が
行
わ
れ

る
よ
う
施
工
監
理
し
て
下
さ

い
。

２月臨時会は平成26
年２月24日に招集され、
同日に本会議、この後、
建設文教委員会審査、１
日間の会期をもって閉
会いたしました。
町執行部より、議決案
件１件が提案され、全員
賛成にて、原案のとおり
可決されました。

2月24日
建設文教委員会

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

︵
西
桂
町
教
職
員
住
宅
整
備
工
事
︶

２月４日
議員研修開催

（一問一答質問方式、議会報告会の運営）
講師：山梨県町村議会議長会花輪次長

裾野市議会広報委員会
が町議会を視察 １月２８日

来町
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その56

問

団
体
名
は
。

三
浦
さ
ん

ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
三
ツ
峠
水
仙
で
す
。

問

代
表
者
の
お
名
前
は
。

会
員

三
浦
初
美
さ
ん
で
す
。

４
月
に
交
代
し
ま
す
。

問

会
の
活
動
目
的
は
。

会
員

三
ツ
峠
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
町
内

外
の
方
に
対
す
る
お
も
て
な

し
の
会
で
す
。

三
浦
さ
ん

西
桂
町
に
は
す

ば
ら
し
い
芸
術
家
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
作
品
を
お
借

り
し
て
、
月
ご
と
に
新
し
い

作
品
を
サ
ロ
ン
に
展
示
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
周
辺
の
お
花

を
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

問

活
動
内
容
は
。

三
浦
さ
ん

会
員
は
現
在
35

名
前
後
で
、
当
番
を
決
め
て

サ
ロ
ン
に
訪
れ
た
方
に
粗
茶

と
、
会
員
手
作
り
の
お
茶
菓

子
を
提
供
し
て
、
お
も
て
な

し
を
し
て
お
り
ま
す
。
お
も

て
な
し
時
間
は
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
、
午
前
10
時
か

ら
正
午
ま
で
、
午
後
１
時
か

ら
４
時
ま
で
で
す
。

活
動
経
費
は
会
員
か
ら
の

会
費
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

   

三
ツ
峠
水
仙

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

   

三
ツ
峠
水
仙

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

   

三
ツ
峠
水
仙

会
員

自
分
で
作
っ
た
ト
マ

ト
と
か
き
ゅ
う
り
の
漬
物
を

持
っ
て
き
て
い
ま
す
。

三
浦
さ
ん

会
員
か
ら
は
年

間
千
円
の
会
費
を
集
め
て
い

ま
す
。

問

町
民
や
行
政
、
議
会
に

望
む
こ
と
は
。

三
浦
さ
ん

会
員
各
位
の
励

み
に
な
り
ま
す
の
で
、
町
長

さ
ん
や
議
員
さ
ん
も
お
立
寄

り
下
さ
い
。

役
場
に
来
た
方
も
用
事
が

済
ん
だ
ら
、
サ
ロ
ン
の
方
に

来
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
も

て
な
し
を
い
た
し
ま
す
。

取材日：３月 24日
井上議員、藤江議員

代表：三浦 初美

水仙の会員の皆さん水仙の会員の皆さん

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。

新規会員募集中　役場総務課に連絡を新規会員募集中　役場総務課に連絡を

現在、
「つるしびな」が
展示されています。



聞かせて
よ！言ってみ

たい！

編
集
委
員
長
　
藤
江
　
雅
江

副
委
員
長
　
柏
木
　
　
正

委
　
　
員
　
小
山
　
正
則

委
　
　
員
　
渡
辺
　
　
隆

委
　
　
員
　
井
上
　
秀
樹

発行人／西桂町議会議長 槇田則夫    編集／西桂町議会広報編集委員会

　　　　　を
　　　取材しました
　　　　　を
　　　取材しました
　　　　　を
　　　取材しました

さくら祭りさくら祭りさくら祭り

取材日：4月 6日、藤江議員

上
杉
う
え
す
ぎ

伸し
ん

司じ

さ
ん
、
裕
香
ゆ

か

さ
ん
、

龍
慶

り
ゅ
う
け
い
ち
ゃ
ん
、
嶺
夏
れ
い
な

ち
ゃ
ん
、

南
部
町
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

問

さ
く
ら
祭
り
の
感
想
は
。

裕
香
さ
ん

子
供
が
来
て
も

楽
し
め
る
の
で
こ
こ
２
、
３

年
来
て
い
ま
す
。

問

他
に
必
要
な
催
し
は
。

裕
香
さ
ん

小
さ
な
子
供
が

遊
べ
る
企
画
が
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

問

町
に
要
望
す
る
こ
と
は
。

裕
香
さ
ん

子
供
に
も
優
し

く
住
み
や
す
い
町
で
す
。

伸
司
さ
ん

特
別
な
い
で
す
。

問

さ
く
ら
祭
り
の
感
想
は
。

善
輝
さ
ん

地
域
が
発
展
す

る
上
で
良
い
こ
と
な
の
で
、も

っ
と
宣
伝
し
他
市
町
村
の
方

も
招
い
た
ら
良
い
で
す
。

問

町
に
要
望
す
る
こ
と
は
。

善
輝
さ
ん

引
っ
越
し
て
き

て
こ
の
町
に
住
ん
で
い
ま
す

が
、
特
に
不
満
は
あ
り
ま
せ

ん
。消
防
施
設
を
充
実
さ
せ
れ

ば
安
心
安
全
な
町
に
な
る
と

思
い
ま
す
。行
政
側
か
ら
町
が

発
展
し
て
い
く
よ
う
な
提
案

が
ほ
し
い
で
す
ね
。

菅
すが

谷
や

優
ゆう

さん、麻里子
ま り こ

さん、
紗愛
さ ら

ちゃん、結彩
ゆ あ

ちゃん
問

さ
く
ら
祭
り
の
感
想
は
。

麻
里
子
さ
ん

カ
キ
氷
も
あ
っ
て
子
供

が
来
て
も
楽
し
め
て
よ
か
っ
た
で
す
。

問

保
育
園
は
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で

す
か
。

麻
里
子
さ
ん

年
中
と
年
少
で
す
。

結
彩
ち
ゃ
ん

た
ん
ぽ
ぽ
組
。

問

町
に
要
望
す
る
こ
と
は
。

優
さ
ん

特
に
な
い
で
す
。

中学生の演奏三ツ峠に響き渡ったかな…

さくら祭りへ出店
たくさん買ってくださいね。

次
回
定
例
会
は
６
月
中
旬
で
す
。

議
場
に
て
町
民
の
皆
様
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
６
月
６
日
頃
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
ま
す
。

長お
さ

田だ

善
輝

よ
し
て
る

さ
ん
、
真
由
美

ま

ゆ

み

さ
ん
、

歩
乃
果

ほ

の

か

ち
ゃ
ん
、
柚
芽
果

ゆ

め

か

ち
ゃ
ん
、
勝
俣
か
つ
ま
た

珠た
ま

枝え

さ
ん


